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る

因
果
の

思
想
」

（

仏
教
思

想
研
究
会
編

『

仏
教
思

想
三

　
因
果
』

平
楽

寺
書
店、

一

九
七
八
、

所
収）

に

よ
っ

て

あ
と
づ

け
ら
れ
る

。

　

黒
崎
宏
は
、

ウ

ィ

ト

ゲ
ン

シ
ュ

タ

イ

ン

の

視

点
を

通
じ
て

、

龍
樹
の

縁

起
思
想
に

基
づ

く
仏
教
思
想
を
反
実
在
論
と
し

て

示
し、

世
界
の

あ
ら
ゆ

る

物
事
は

言
語
的
存
在
だ
と

述
べ

た

（
黒
崎
宏
『

理
性
の

限
界
内
の

『

般

若
心
経
』

　
　

ウ

ィ

ト
ゲ
ン

シ
ュ

タ

イ

ン

の

視
点
か

ら
」

春
秋
社、

二

〇

〇

七
、

等
）

。

　
わ

れ
わ

れ

が

住
ん

で

い

る
世
界
は
、

物
の

世
界
で

も
事
の

世

界
で

も
な

く、
「

言
語
ゲ
ー

ム

の

世

界
」

で

あ
り

「

意

味
の

世

界
」

で

あ
る
。

わ

れ

わ

れ

が
普

通

持
つ

よ

う
な

実
在
論

的
世
界
観
を

拒
否
し
た
の

だ
。

そ
し

て、

縁
起
の

世

界
は

意
味
的
な

関
係
を

も
つ

も
の

だ
と

し、
「

縁
起
の

世

界
11

意
味
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

の

世
界
11

言
語
ゲ

ー

ム

の

世

界
」

と
黒
崎
は

論
じ
た
の

で

あ
る

。

だ
が

、

端
的
に

言
っ

て
、

言
語
と
い

う
意

味
論
に
よ

っ

て

存
在
論
が

尽
く
さ
れ
る
と
い

う
こ

と
に

は

疑
問
が

残
る

し
、

も
し
言

語
に
よ
っ

て

存

在
論
が

尽
く
さ
れ
る

の

だ
と

す
る
な
ら

、

あ
ら
ゆ

る

存
在

物
は

わ
れ
わ
れ

人
間
の

所
産
と
い

う
事
に

な
り
は
し
な
い

だ
ろ

う
か

。

す

る
と

結
局、

黒

崎
が

作

り
上

げ
た
世
界
観
（

言
語
ゲ
ー

ム
一

元

論）

は
、

現
実
の

も
の

ご

と
は

、

わ
れ
わ
れ
が

作
り
出
し

た
も
の

に

過
ぎ

ず
本
当
の

こ

と
で

は
な
い

、

と
い

う
空

観
に

強
く
偏
っ

て
、

ニ

ヒ

リ

ズ
ム

に

陥
っ

て

し
ま

う
の

だ
。

　
こ

の

弱

点
を

、

デ

イ

ヴ
ィ

ド

ソ

ン

は

回
避
す
る
こ

と
が
で

き
る

。

と
い

う
の

も
、

彼
が

、

言
語
的
な

世
界

観
を
重
く
受
け
止
め
な
が

ら
も、

単
純

な
言

語
的
な
一

元
論
に

立
た
な
い

か
ら
で

あ
る

。

彼
の

議
論
の

特
色
は、

論

文
「

概

念
枠
と
い

う
考
え
そ

の

も
の

に
つ

い

て
」

（
デ
イ
ヴ
イ

ド
ソ

ン
、

野

本
和
幸
・

植
木
哲
也
・

金

子
洋
之
・

高
橋
要
訳

『

真
理
と

解
釈』

勁
草

書
房、

一

九
九
一
、

所
収）

に

お
い

て

論
じ
ら
れ
る、

概
念
枠
批
判
の

議

論
に
み

る
こ

と
が
で

き
る

。

彼
は

概
念
枠
と
内
容
と
い

う
二

元
論
を
批

判

し
、

わ

れ
わ
れ
の

世

界
観
が
言
語
の

影
響
を
強

く
受
け
て

い

る

こ

と
を

肯

定
す
る

。

し
か
し

、

デ

イ

ヴ
ィ

ド
ソ

ン

の

世
界

観
は

、

単
純
な

言
語
的
な

一

元
論
で

は
な
い

。

わ
れ

わ
れ

が
言
語
的
な
生

活
を

営
み
つ

つ

も
言
語
に

飲
み
込
ま
れ
る

こ

と
な
く

、

わ

れ
わ

れ
の

信
念
や

文
は

現
実
の

出
来
事
に

よ

っ

て

真
偽
が
判

定
さ
れ

る
部
分
を
残
し
て

い

る

の

で

あ
る

。

わ
れ

わ

れ

は．
言

語
的
な
世

界
に

あ
る

こ

と

を
自
覚
し
つ

つ

も
常
に

現
実
を

参
照
す
る

余
地
を
残
し
て

い

る

の

だ
。

　
こ

の

よ
う
な
デ

イ

ヴ
イ

ド
ソ

ン

の

見
解
を
見
て

い

く
と

次
の

こ

と
が

明

ら

か
に

な
る

。

わ
れ

わ
れ
は
世
界
を
言
語
的
に

理
解
し

て

い

る

の

だ
、

と

空
観
の

如
く

実
在
主

義
を
拒

否
し
な
が
ら
も、

わ
れ

わ

れ
の

言
語
的
な

世

界
観
を
肯
定
し

つ

つ

現
実
の

世
界
が
関
わ
る

余
地
を

残
し
て

い

る
。

こ

う

し
た
理
解
の

仕
方
は

、

三

諦

説
に

お
い

て、

仮

諦
を

観
ず
る

仮
観
に

相
当

す
る
と

い

え
る

だ
ろ

う
。

法
華
経
の

成
立
過

程
に

つ

い

て

の
一

試
論

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

西

　

康
友

　

梵
文
法
華
経
（
以

下、
「

ω
勹
」

と
い

う
。

しり

勺

の

底

本
は
、

国゚

国
Φ

ヨ

穹
O

φ

乞
餌

昌
o
（

9°
）口

貯
ミ
瀞
織
、

ミ

魯
§
魯
丶

黒
鼻

靉
ミ

§
漕
ら

織

ヒq

ミー

織

ミ
ミ

閑噸
Qっ
叶

 

勺

騨
 

諾
σ

O

霞
oq
」
8Q

。

亠
N

を

用
い

た
）

に

つ

い

て
、

い

く
つ

か

の

用

語
（
の

巴
爵
胃
日

呂
二

〇

富
嵩
訂−
「

（
梵
文
法
華
経
の

経
典
の

名

称
）

」

、

ユ
す

髯
ヨ

慧
P

崎
身
 −
「

教

説
」

「

法

門
」

、

君

昌
甲

「

空
」

、

君
コ
団
P

翁−
「

空
性
」

「

空

そ

の

も
の
」 、

O
昌
虞

6
鉾
冖

畔
9q

げ

彎
B
鋳
ω

91

茸
 

又
何
も）

生
じ

る

こ

と
が

な
い

と
い

う
真
理
を

認
め

る

（
智
慧
）

」

）

に

着
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目
し

、

ω

勺

の

成
立

過
程
を

論
じ
た

も
の

で

あ
る

。

　

法
華
経
成
立

研

究
に

つ

い

て

は
、

布
施
浩
岳
『

法

華
経
成
立

史
』

以

来
、

あ
ら
ゆ

る

研
究
者
の

論
述
が
あ
る
が、

未
だ
に

そ
の

結
論
に

至
っ

て

い

な
い

と

考
え
ら

れ
る

。

そ
こ

で
、

ω
℃

成
立

過
程
を

解
明
す
る
と

考
え

ら
れ
る

手
が

か
り
を
提
示
し
て

み

た

い
。

　

ま

ず、

ω

勺

に

現
れ

る

瓮
口

冨
−

仏
口

昌
卑
鋤−
聾
≡
け

℃

韓
冖

貯

巴
『

髯
巳
甲

厨
習
亭

の

用
語
に

つ

い

て
、

着
目
し、

検
証
し
て

み
た

と
こ

ろ、

以

下

の

よ

う
に

な
る
。

ω

℃

に

見
ら
れ
る

い

q

ξ
鋤−呷
い

O

昌
葺
倒−

の

用
語
が

現
れ

る
す
べ

て

の

箇
所
に

着
目
す
る
と
、

原

始
仏
教
に

お
け
る
空

（

第
3
章
第

12
偈
で

初
出
し、

第
10
章
の

Qっ

勺

bQq
。

←

δ

ま
で

現
れ
る）
、

梵
文
八

千
頌

般
若
経
（
以

下
で

は
、

「

〉
ω

勺
」

と
い

う）

の

空

（

Qり

勺

第
5
章
で

現
れ

る
が

『

妙

法
蓮
華
経
』

に
は

相
当
箇
所
が

見
当
た
ら
ず、

『

妙
法
蓮
華

経』

と

し∩

勺

に

あ
る

の

は
、

第
13
章
後
半
（
Qり
℃

卜。

刈
刈鹽
一

H）

で

初
出
し

、

第
13
章

第
19
偈
ま
で

現
わ

れ、

こ

れ
以
降
に

現
れ
な
い
）

に

は
っ

き
り
と
Qり
勺

が

分
類
で

き
る

の

で

あ
る

。

ま
た、

〉
ω

勺

に

特
有
な
空
の

概

念
の

ひ
と
つ

で

あ
る
o
口
二

ε
鉾
二
評

巴
げ

輿
ヨ

艮
芻
昌

串

に

着
目

す
る

と、

『

妙

法
蓮

華

経
』

に

相
当
箇
所
が

あ
る

ω

℃

で

は
、

第
11
章
（
ω
℃

b。
O
 

ヒ

に

初
出
し

、

第
23
章
（
Qり
勺

心
。゚

刈

』）

ま
で

現
わ
れ

て

い

る
。

し
た
が
っ

て

ω

勺

は

歴
史

的
段
階
を
経
て

編
纂
さ
れ
た

と
い

え
よ

う
。

　

ま
た

、

ω
帥
α

α
け

穹
日

碧
¢

OO

鋤

昌

冨
」

匹

『
帥

目

ヨ

昌
餌

亳

曙
甲

の

用
例
を
検

証
す
る

と
、

ω

巴
α

げ

胃
已

呂
口

巳
匿
貯
甲

が

引
用
さ
れ
て

い

る
章
に

は
、

す
で

に
Qり

勺

の

存
在
が
認
め
ら
れ
て

い

る

こ

と

に
な
る

か

ら
、

こ

れ
が
現

れ

ず、

ω

器

自
穹
日

巷
ロ

且
震
貯
 

を

意

味
し
な

い

自
母
ヨ

僧
母
愚
鴫
9。
−

以
外
で

、

α

『

震
ヨ

昌
贄

盖
旨−

が

現
れ
て

い

な
い

の

が
、

よ

り
古
い

ω
勺

と

な
る

。

そ
の

Qり

℃

は
、

第
2
章
と

第
5
章
で

あ
る

。

　

以
上
の

こ

と

か
ら

、

Qり

勺

は
歴

史
的

段
階
を

経
て

編
纂
さ

れ、

そ
の

中

で

も
最
も
古
い

章
は
、

第
2
章
dO

曾
蹄
9

募
巴

醤
（
「

妙
法
蓮

華
経
方

便

品
第
二
」

に
相
当
す
る
）

と

考
え
ら
れ
る
の

で

あ
る

。

バ

ー

ヴ
ィ

ヴ
ェ

ー

カ
に

よ

る
自
性
（
ω
＜

昏
冨
く

巴

批
判

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

兼
子

　
直
也

　

本
稿
の

目
的
は
、

バ

ー

ヴ
ィ

ヴ
ェ

ー

カ

著
『

知
恵
の

灯
火
』

（

、

§
蔵
勸−

芍

ミ
織

膏
§

［
∪
］

）

第
十
五

章
の

論
述
を

中
心
に

検
討
し

て
、

空
性

証
明
に

お

い

て

否
定
さ
れ
る

諸

事
物
の

自
性
が

、

彼
に

と
っ

て

何
で

あ
っ

た
の

か

を
解
明
す
る
こ

と

で

あ
る

。

　

従
来、

ナ
ー

ガ

ー

ル

ジ
ュ

ナ
の

主
要
な
論
敵
は

説
一

切
有
部
と

考
え
ら

れ
て

お
り、

自
性
は

有

部
の

重
要
な
概
念
の
一

つ

で

あ
る

。

有

部
の

教
理

で

は、

世
俗
の

事
物
を

構
成
す
る

要
素
は
ダ
ル

マ

と

い

う
不
可

分
な

真
実

在
で

あ
り、

各
ダ
ル

マ

に

自

性
が
規
定
さ
れ
て

い

る
。

そ
し
て

、

自
性
は

ダ
ル

マ

そ
れ
自
体
と

考
え
ら
れ
て

い

る
。

し
か
し、

バ

ー

ヴ
ィ

ヴ
ェ

ー

カ

は
、

後
述
す
る

よ

う
に

自
性
を
「

も
の
」

と
「

性
質
」

と
い

う
形
で

理

解

す
る
こ

と
に
よ
っ

て
、

そ
れ
に

異
な
っ

た
意
味
を
付

与
す
る

と
と

も
に
、

自
性
を、

中

観
派
の

二

諦
説
の

枠
組
み

で

論
じ
た

。

有
部
の

自

性
の

概
念

は

彼
に

よ
っ

て

批
判
的
に

検
討
さ
れ、

大
幅
に
再
解
釈
さ
れ
た
と

考
え
ら

れ
る

。

　
バ

ー

ヴ
ィ

ヴ
ェ

ー

カ

の

自

性
理

解
に

は、

二

諦
説
と

関
連
し
て

二

段
階

あ
る
と

想
定
さ
れ
る

。

そ
の

二

段
階
と
は

、

最

高
の

真
実
に

適

う
本
来
的

な

自
性
と
、

言

説
上
の

自

性
で

あ
る

。

そ
の

理
由
は

、

『

中

論
』

第
十
五

章
で

は、

自
性
と
い

う
概
念

自
体
を

説
明
し
た

第
一
、

二

偈
と

、

他
性
と

の

関
係
で

自
性
を

説
明
し
た

第
三

、

四

偈
と
の

間
に

微
妙
な

意
味
内
容
の
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